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　対象物の状態によっては探傷が困難を極めること

もありましたが、チーム全員で協力して工程通り検

査を完了させたときは、大きな達成感を感じました。

技術的な面においても、普段目にすることの少ない

さまざまなきず（減肉）の形態を実際に探傷するこ

とで、自身の技量向上につながったと思います。

　金属組織試験（SUMP）は、金属組織の状態を知

るため試験表面を転写して顕微鏡で観察します。研

磨や腐食の程度など個々の裁量による部分が大きく、

他の検査と異なる難しさがありますが、一発で明瞭

なレプリカが採取できたときは面白みを感じます。

　近年は、新規事業の回転機振動診断を任され、そ

の技術習得にも取り組んでいます。昨年 12 月に

「ISO 準拠　機械状態監視診断技術者（振動）カテ

ゴリⅡ」の資格も取得しました。より多くのお客様

のニーズに応えられるように、経験を積みたいと考

えています。

　入社4年目になり、NDI等の保有資格数は増えて

きましたが、任される仕事の責任が大きくなるにつ

れて、検査の原理や対象物の材料・損傷に関する知

識が検査の質に影響することを実感しています。現

場でのトラブルシューティングやお客様の専門的な

ご質問にも対応できる技術者を目指して、検査技術

の向上に努めていきたいと思います。

　私の勤めている東亜非破壊検査㈱は、石油・化学・

鉄鋼・電力・ガス等の各種プラント（生産設備一式）

をはじめ、輸送機器や各種構造物において非破壊検

査サービスを提供している会社です。非破壊検査の

大きな目的は「製造時の品質管理・品質保証」「健

全性評価（確認）・余寿命予測」の二つがあり、製

品や設備の信頼性を高めたり、設備の破損や事故を

未然に防いだりすることで、社会的に非常に重要な

役割を担っています。当社は目視試験、放射線透過

試験、超音波探傷試験、磁粉探傷試験、浸透探傷試

験、渦流探傷試験、ひずみ測定などの非破壊検査を

中心としたさまざまな技術的サービスを展開してい

ますが、私が所属する技術管理部 検査課では、各

種特殊検査（非破壊検査以外を含む）や定期修理工

事時の各所技術支援を行っています。その中で現在

私が携わっている業務は、主にチューブ検査（渦流

探傷試験・水浸UT）、金属組織試験（SUMP）です。

　当社では、主に熱交換器チューブの保守検査とし

て、渦流探傷試験を実施しています。定期修理工事

時は決められた工期内に多くの物量をこなす必要が

あり、今年4月の製油所の大規模定期修理工事では

昼夜交代で臨みました。単発の業務と異なり、検査

対象を複数班で交代する際は、正確な引き継ぎが求

められました。

走査型電子顕微鏡（SEM）を使用

東亜非破壊検査株式会社
2014年入社　館農　望

次世代を担う技術者を目指して

場に混在します。そういった現場状況の中で、安全

と品質を保ち作業を円滑に進めるために、お客様担

当者、協力会社はもちろん、他社ともより綿密な作

業間調整ができるようにコミュニケーションを取る

ことが必要となります。

　大変な工事ではありますが、責任ある仕事を任さ

れるようになりやりがいを感じるとともに、多くの

関係者と協力し合い、無事にすべての工事が完了し

たときの達成感は、「また次も頑張ろう」と思える

大きな活力となります。

　また、日々の業務につきましても、当社のモットー

である「誠実と努力」に倣いお客様や協力会社の方

たちとのコミュニケーションを大切にし、誠実に向

き合い、信頼を得られるように努力を怠ることなく、

一つひとつの作業に責任を持って取り組んでいきた

いと思います。

　今後の目標は、設備に関する専門的な知識・施工

技術を身に付けることです。工事においてお客様か

ら施工方法等に関しての質問や相談をされたとき、

適切な回答、より良い施工方法の提案が必要となり

ます。その際に自信を持って回答・提案するために

今後さらに経験を積み重ね、また上司・先輩方のご

指導やアドバイスを活かし、さまざまな専門知識と

施工技術を身に付けていきたいと思います。

　私の勤めている株式会社ハマダは、プラント・エ

ンジニアリングを主軸とし、石油化学・鉄鋼・電力・

セメントなど各種産業プラントの建設工事および、

日々のメンテナンス工事を計画から施工までトータ

ルケアする多業種企業です。

　私の所属する部署では、プラント設備に関わる各

種機器の据付およびそれに伴う配管工事などの建設

工事と、またプラントの日々のメンテナンス工事を

主に行っています。その中で私の業務は、お客様と

打ち合わせを行い、ご要望に応じて工事をスムーズ

かつ安全に行うための施工方法の検討および、工程

の調整などの工事計画を行うことです。また実作業

において現場責任者として工事が計画通り安全に行

われているか、進捗に遅れはないか、品質に不備は

ないかの確認を行うことです。

　私が現在携わっている工事は、プラント設備を一

定期間停止させ機器・配管の開放点検、修理、設備

改善のための改造工事等を行うシャットダウンメン

テナンス工事（SDM 工事）と呼ばれる定期修理工

事です。

　非常に多くの工事項目を限られた期間で完了させ

るため、他社も含め最大 600 名ほどの作業者が現

配管検査中
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